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ソリューション

ビジネスビジョン

企業にとってエネルギーの管理は最重要課題であることは間違いありません。

また、省エネ活動は組織の運営コストに直結します。エネルギー消費は温暖化ガスの

削減につながり、ひいては天然資源保護への取り組みを実証することにもなります。

企業の最前線の省エネ活動は持続可能な発展を後押しし、寄与する重要な役割を

担っています。

ISO50001とは

マネジメントシステムは品質・環境・安全の分野において継続的改善を実現するためのツールとして知られていま

す。

すでに有効性が証明されているこの考え方はエネルギーマネジメントシステムにも適用できます。エネルギーマネ

ジメントシステムは組織の全ての活動におけるエネルギー消費を監視・抑制するためのシステマチックな方法論を

提示しています。

エネルギーマネジメントのための新しい国際基準であるISO50001は、PDCAサイクルをベースとして下記の要求

事項で構成されています。

• 具体的な目標と共にエネルギー方針を確立する

• エネルギー消費のベースラインを設定し、クリティカル（重要）な領域を特定、および影響力の大きいエネルギー

使用状況を理解する

• エネルギー消費の定期的予測を実施し、変更と投資に関する計画を可視化する

• 全ての設備や原材料、役務の設計や購買プロセスの意思決定においてエネルギー消費に配慮する

組織にとってのメリット

• マネジメントシステムの適合状況と効率性を確認するための社内専門家の活用

• エネルギー使用状況の管理および監査の仕組みづくりを通した従業員の実践的改善活動

• 持続可能な発展に対するコミットメントの証明と自社の活動による温暖化防止活動への貢献

• コスト削減や生産性向上に加えて、ステークホルダーに向けた環境保全への信頼性あるコミットメントの実証



よくある質問

Q：

A：

Q：

A：

ビューローベリタスが選ばれる理由

• エネルギーマネジメントシステムのパイオニア

ISO50001は、デンマークのDS2403:2001規格およびスウェーデンのSS627750:2003規格に基づいており、

ビューローベリタスは前者についてDANAK、後者についてSWEDACより認定を取得

• 持続可能な発展に関する認証のリーダー的存在

環境保全と社会的責任分野の専門知識を有する、持続可能な発展スキームにおけるリーダー的存在

• ネットワーク

140か国1,600の拠点、ビューローベリタス各国が持つノウハウを共有

お客様が展開する国内外の事業ネットワークをカバー

• 認証実績

約150,000社の企業に対する認証実績

• 高い専門性

5,700人の専門訓練を受け審査経験の豊富な審査員

• ワンストップ審査

各規格の審査の一貫性、最適化、効率化を実現

認証取得までの流れ

1． お問い合わせ

2． ご相談

3． お見積提出

4． ご契約

5． 予備審査（オプション）

6． 初期審査（第1段階審査）

  7． 本審査（第2段階審査）

  8． 認証書発行

  9． 維持審査

10.  再認証審査：

　　　3年後の再認証
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ISO50001は、他のマネジメントシステムと共に認証を取得することが可能ですか。

ISO50001はISO14001と同様の構造の上に成り立っている規格です。ISO9001やISO14001、ISO45001といった

他のマネジメントシステムとの統合および／または複数認証といったご要望について、経験豊かな複数の審査資格

を持つ審査員が対応いたします。統合認証は、審査の一貫性・最適化・効率化を実現します。

ISO14001との類似点とは何でしょうか。

ISO14001（環境マネジメントシステム）認証を持たない組織であってもISO50001認証の取得が可能です。

ISO14001では、天然資源と環境への影響という観点から、エネルギーに対する取り組みと環境負荷制限の要求事

項が含まれています。しかしISO50001はエネルギーマネジメントに特化し、さらに進化・拡大した包括的な内容と

なっており、コスト削減（エネルギー消費ベースライン・将来使用量試算・使用量の定期的予測）に寄与するべく配慮

されています。


